
創立114周年 奄美市立崎原小中学校 学校だより 令和５年１月号

さきばる
さいごまで きあいをいれて ねばりづよく がんばる子ども の育成

2月23日（木）

「親子読書の日」
親子で本に親しみ，本
を通じて親子が共有す
る時間をもちましょう。

２ / 2 (木) ＡＬＴ 来校

２ / 8 (水） 部活動停止（～16)

２/ 14 (水） スクールカウンセラー教育相談,ＡＬＴ 来校

２/ 15 (水) 学年末テスト （１日目）（中学校）

２ /16 (木) 学年末テスト （２日目）（ 〃 ）

２ /17 (金) 学年末テスト （３日目）（ 〃 ）

２ /18 (土) 土曜授業 なわとび発表会（小）

２ /21 (火) ＡＬＴ 来校

２ /24 (金) 授業参観・学級ＰＴＡ

３学期は，１０日（火）からスタートしまし
た。児童生徒は，冬休みを楽しく過ごし，元気
いっぱいに登校しました。１時間目に始業式を
行い，その後，大掃除をしました。みんな気持
ちを新たにし，平常の授業が始まりました。

１月１９（木）に奄美大島法人会女性部会から
プランターや花の苗をいただきました。ありが
とうございました。今後は，水やり等の管理作
業をしっかり行い，きれいな花を咲かせたいです。

１月２０（金）に図書室と音楽室で新入生

入学説明会がありました。説明後に，西山
寿賀子さんを講師に招聘して，「子育て講

座」の講演を行いました。

１月１４日（土）の２，３校
時にふるさと奉仕作業を行いま
した。日頃からお世話になって
いる崎原地域の環境美化のため
に全児童生徒，職員が参加しま
した。
児童生徒は，３つのグループ

に別れて，公民館を掃除したり
道路清掃をしたりしました。
年に１度のボランティア活動

でしたが，子どもたちも職員も
いい汗をかき，やってよかったと
達成感に満ちていました。地域の
ためにこれからも，このような活
動を継続してやっていけたらと思
うことでした。

○ 令和4年度防犯うちわポスターコンクール

銀賞 崎原中学校１年 加納 彩愛

○ 令和4年度日本復帰記念第43回奄美市中学校弁論大会

優秀賞 崎原中学校１年 達村 心美

○ 令和4年度日本復帰記念第43回奄美市中学校英語スピーチコンテスト

優良賞 崎原中学校２年 畠 あい

○ 第19回ネリヤカナヤ創作童話コンクール

最優秀賞 崎原中学校１年 達村 心美

○ 第65回県児童生徒作文コンクール市審査会

特選 崎原小学校6年 竹下 茅依

特選 崎原中学校2年 畠 あい

○ 第65回県児童生徒作文コンクール地区審査会

特選 崎原小学校2年 瀧田 來海

入選 崎原小学校4年 山下 葵結

入選 崎原小学校5年 達村 瑠來

入選 崎原小学校6年 竹下 茅依

入選 崎原中学校2年 畠 あい

○ 第58回読書感想文コンクール奄美市審査会

特選 崎原小学校4年 山下 葵結

○ 第58回読書感想文コンクール大島地区審査会

特選 崎原中学校2年 畠 あい

○ 第68回青少年読書感想文全国コンクール県審査

入選 崎原小学校6年 松元 来門

今年もよろしくお願いします。 

崎原小中学校 校長 鑪 謙治
令和 5 年が始まりました。昨年中は，皆様にお世話になり，誠にありがとうございまし

た。また今年もよろしくお願いします。 
さて，年始といえば，皆さんは何を思い浮かべるでしょうか。私は箱根駅伝と高校サッカ

ー選手権です。私は中学時代に陸上部。高校時代はサッカー部だったということもあるので
すが，中学時代に走りすぎて，陸上競技自体に興味がもてなくなっていた時期がありました
ので，箱根駅伝を見るようになったのはほんの 10 年ほど前からです。 

駅伝の魅力はやはり「襷リレー」でしょうか。いくら区間賞を連発しても，途中で選手の
調子が悪くなってしまえば，襷はつながらない。毎年，繰り上げスタートで襷がつながらな
かったことに涙する選手がいますが，見ているこちらも何か込み上げてくるものがありま
す。私は毎年 1 位のあらそいではなく，シード権のあらそいに興味があります。シード権が
獲得できる 10 位と予選会から走らなければならない 11 位では雲泥の差です。ですから 10
位付近のあらそいは，毎年感動を覚えます。 

高校サッカー選手権は，今年は岡山学芸館が優勝しました。鹿児島の神村学園もおしかっ
たですが，すばらしい試合を見せてくれました。岡山学芸館は初優勝でしたが，20 年前は
たばこを吸う子がいるようなチームだったようです。それをわずか 20 年で優勝まで導いた
高原良明監督の偉大さを感じました。 

どちらの競技も，もちろん選手たちもすごいのですが，やはり指導者の姿が光ります。チ
ーム競技ですので，うまい子にだけ指導すればいいわけではありません。一人一人にあった
指導をしていくわけです。さらに，その子たちの将来を見据えた指導が名将と言われた監督
たちには必ずあります。現在千葉ロッテマリーンズで活躍している佐々木朗希投手も，後１
勝で甲子園が決まる試合で投げなかった。その結果甲子園に行けなかったということがあ
りました。当時の監督が，連投は肩に負担がかかりすぎるという判断があったからです。き
っと監督自身も甲子園に子どもたちを連れて行きたいという思いがあったでしょうが，投
げさせなかったのです。当時は，このことがニュースやＳＮＳで取り上げられていたのを覚
えています。しかし，そのおかげかどうかは分かりませんが，今や佐々木朗希選手は，日本
を代表する投手に成長しています。 

我々教師も同じ立場です。本校の子どもたちは，個性的で一人一人が全くといっていいほ
ど違います。しかし，先生方は一人一人に目を配り，一人一人に声をかけ，それに子どもた
ち一人一人が何とか期待に応えようとしてくれる。完璧な子はなかなかいません。でも，一
人一人がそれぞれの進み方で，歩幅は違っても進み続けている。崎原校はそんな学校です。
これからも，崎原校の教師もいわゆる「名将」になれるよう精一杯子どもたちのことを考え，
頑張っていきたいと思います。 


